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農業水利施設等の保全・向上を通じ

た学校教育等との連携 
—体験学習と教育機能— 
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仁多郡の干ばつ地である阿井川東地区へのかんがい用水引用は

永年に亘っての願望であったが、地元有志のたゆまぬ努力が実り

昭和 12 年１月幹線水路７,187.4ｍが完成した。この川東水路

は 17 ヵ所の水路隧道と直高において日本最大といわれるサイ

フォンを有し、３集落の水田約 60ha を潤おす阿井地区の大動

脈である。 

毎年、地元小学校４年生が川東水

路の歴史と特徴のあるサイフォンの

学習を進めて、先人の思いに共感し

ながら、阿井に対しての誇りと愛情

を育んでいる。 

川東水路は隧道の老朽化が進み、

平成 26 年から多面的機能支払交付

金を投入し、隧道の整備を図り、

１ヵ所の隧道を残すところとなった。 

平成 30 年から川東水路の余水を利用した小水力発電所が開設

され、発電を開始している。 

今後も交付金を活用して川東水路の整備を進め、田んぼの水を

絶やすことの無いよう努力を続けていきたいと考えている。 

 
 

 〔体験学習と教育〕 

地元の幼児園、小学校と地域連携で園児、児童が農業体験学習

に取り組んでいる。春の田植作業から秋の収穫作業までお米作り

を通して、作ることの楽しさや食の大切さと農業への理解が深ま

ればと願っている。田んぼ活動の様々な経験をすることで、人と

の関わりを大切にし、お米が実るまでの過程を知り、大変さや喜

びを味わうことができる。 

秋作業では刈り取った稲を稲ハデにかけ、稲穂を天日干しで自

然乾燥する。乾燥した稲穂は千歯こきや足踏み脱穀機など昔なが

らの農作業を体験している。 
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